
藤沢第一地区 施設配置（案）及び地区懇談会意見一覧                                                     
                                                      
施設の再整備に向けた提案 

・藤沢地区はあえて２地区に分けず、公共施設の配置を考えても良いのではないか。 
・公共施設のあり方として、便利な場所に立地しているコンビニエンスストアや駅など民間と

コラボレーションするのはどうか。 
・他の自治体では、地域の拠点施設として自治振興センターを設置して地域のワンストップ化

を形成していることにより多種多様な情報交換ができ、地域の活性化につながっているよう

だ。ぜひ参考にしてほしい。 
・小中一貫教育は良い取り組みである。この効果を引き出せるように配慮して、施設の再配置

を進めて行くことが大切である。 
・学校の統廃合にあたっては、児童生徒の人数だけでなく、教育環境や教育水準を良く検討す

る必要がある。 
・現在、藤沢地区では小中学校の連携だけでなく、小学校間の連携、中学校間の連携により、

良い教育環境を築いている。施設の再整備にはこのような視点も重視する必要がある。 
・小学校低学年の児童にとっては、遠距離の通学は困難であるので、学校数を維持してサテラ

イト校とし、先生が学校を移動するような方法を検討してみてはいかがか。 
・保育所を統合するのであれば、武蔵藤沢駅前に移転してはどうか。 
・今後の高齢化の進展を考えると、市内に１００～２００ｍの間隔で高齢者の立ち寄れる場所

を配置する必要があるのではないか。 
・学校については市民が学区を自由に選択できるセレクト制を導入してみてはいかがか。 

 藤沢公民館・支所・図書館        
・藤沢公民館・支所を活用して地区センター化 
・図書館機能は学校への複合化を検討  藤沢北小学校              
・藤沢小学校へ統合 
・施設は廃止 
・跡地利用を検討  藤沢北学童保育室            
・藤沢小学校の整備に合わせて複合化 
・施設は廃止  藤沢中学校               
・藤沢中学校を活用  藤沢地区体育館             

・機能維持、長寿命化  藤沢小学校                ・藤沢小学校を活用  ・複合施設として整備  藤沢学童保育室              ・藤沢小学校の整備に合わせて複合化 
（藤の台公民館）              ・藤沢公民館へ統合   ・施設は地域の拠点として活用を検討  健康福祉センター            
・機能維持、長寿命化  藤沢第二保育所             

・藤沢第二保育所を活用 
0 1km 0.5  老人憩いの家              

・利用状況を踏まえ現状維持、譲渡や除却も検討 
資料４ 

施設の再整備に伴う課題 

〔地域に関すること〕 
・地区内は様々な公共施設や店舗があるので、こうした生活圏をつなぐ交通手段の検討が必要

である。 
〔施設に関すること〕 
○地区センター 
・藤の台公民館利用者の活動が継続できるよう他の公共施設との調整を行う必要がある。 
・利用者への交通手段の配慮が必要となる。 
・地域の拠点施設としての機能を良く検討する必要がある。 
○小学校・学童保育室・中学校 
・学校の再整備を検討する際は、同じ小学校から違う中学校に進学することや、学区と自治

会の不一致を改善することにも配慮をして検討することが必要である。 
・小学校の統合をする場合は、児童の通学手段、通学路の安全確保などの配慮が必要である。 

○保育所 
・再整備に向けては、市内においては人口減少傾向が緩やかであることや民間保育園との状

況を良く踏まえて時期を検討する必要がある。 
○老人憩いの家 
・高齢者の身近なところに居場所や集える場を確保するなど、高齢者が外出する機会が減少

してしまわないよう配慮する必要がある。 



各施設の整備パターン（案） 

施 設 名 整備パターン（案） 

地区センター 藤沢公民館・支所・図書館 ・藤沢公民館・支所を活用して地区センター化。 
・図書館機能は学校に複合化を検討。 

藤の台公民館 ・藤沢公民館へ統合。施設は地域の拠点として活用を検討。 
小学校 藤沢小学校 ・藤沢小学校を活用。複合施設として整備。 

藤沢北小学校 ・藤沢小学校へ統合。施設は廃止。跡地利用を検討。 
学童保育室 藤沢学童保育室 

・２つの学童保育室を１つに統合。 
・藤沢小学校の整備に合わせて藤沢小学校に複合化。 

藤沢北学童保育室 
中学校 藤沢中学校 ・藤沢中学校を活用。 
保育所 藤沢第二保育所 

・藤沢第二保育所を活用。 
・将来は民間保育園の状況も踏まえ整備を検討。 

地区体育館 藤沢地区体育館 ・機能維持、長寿命化。 
老人憩いの家 藤沢第二支部長寿会 

・利用状況を踏まえ現状維持、自治会への譲渡や除却を検討。 上藤沢第一千歳会 
上藤沢第二千歳会 
藤沢第三支部長寿会 
上ノ原ふれあい会 

健康福祉センター ・機能維持、長寿命化。                     
各施設の概要 

施 設 名 延床面積 建築年度 築年数 構造 土地所有 

地区センター 

藤沢公民館・支所・図書館 2083㎡ 2000（平成 12）年 17年 RC造 市 

藤の台公民館 728㎡ 1986（昭和 61）年 31年 RC造 市 

小学校 

藤沢小学校 6,546㎡ 1965（昭和 40）年 52年 RC造 市 

藤沢北小学校 5,796㎡ 1978（昭和 53）年 39年 RC造 市 

学童保育室 

藤沢学童保育室 108㎡ 1993（平成 5）年 24年 木造 市 

藤沢北学童保育室 168㎡ 1983（昭和 58）年 34年 S造 市 

中学校 藤沢中学校 6,890㎡ 1964（昭和 39）年 53年 RC造 市 

保育所 藤沢第二保育所 1,007㎡ 2001（平成 13）年 16年 RC造 市 

地区体育館 藤沢地区体育館 1,276㎡ 1986（昭和 61）年 31年 S造 市 

老人憩いの家 

上藤沢第一千歳会 80㎡ 1984（昭和 59）年 33年 木造 個人 

上藤沢第二千歳会 82㎡ 1988（昭和 63）年 29年 木造 個人 

上ノ原ふれあい会 83㎡ 2000（平成 12）年 17年 木造 個人 

藤沢第二支部長寿会 96㎡ 1997（平成 9）年 20年 木造 個人 

藤沢第三支部長寿会 82㎡ 1989（平成元）年 28年 木造 個人 

健康福祉センター 7,956㎡ 2002（平成 14）年 15年 RC造 市・個人   


